
(様式４) 

平成２８年１１月９日 

 

  平成２８年度 第２回 大阪市立豊新小学校 学校協議会 実施報告書 

    

校園名 大阪市立豊新小学校 

 

                           校園長名 川 崎 俊 己    

日 時 平成２８年１１月８日（火）午後６時～７時４５分 

場 所 豊新小学校 ２階会議室 

出 

席 

者 

委員 

など 

坂東  学（会長）  有田 三郎（委員）  粉川 和美（委員）  

城谷  實（委員）  桝野 成人（委員）  廣嶋 愛子（委員） 

山本由美子（委員）  尾崎 士郎（委員） 

校園 川崎 俊己（校長）  櫻井 康晴（教務主任） 

区役所 板谷 治喜（課長） 北山 明美（課長代理） 

議題 

（１）「運営に関する計画」中間評価について 

（２）「全国学力・学習状況調査」について 

（３）Ｈ２９年度運動会について 

（４）その他 

・英語モジュール授業について 

・図書館の開館について 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「運営に関する計画」の中間評

価についてはおおむね妥当で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○風邪がはやる時期なので、今後も手洗いや

うがいをしっかりさせてほしい。 

○児童アンケートで「自分に良い所がある」

の項目のポイントを増やしてほしい。 

□全国的に「自分に良い所がある」の項目が

低い傾向がある。 

○挨拶は、していない子は全くしていない

が、以前よりする子は増えた。見守り隊に

はよく挨拶をしてくれている。 

 母親からもよく「ごくろうさま」と声をか

けられ、とてもうれしく思う。 

 新東淀中の生徒もよく挨拶している。通学

路に立っている人が多いからだと思う。 

○東淀中学では、クラブをやっている生徒は

よく挨拶をする。アンケートでは 80％の生

徒が挨拶をしている。学校でも指導をして

いるが、家庭でもしつけをしてほしい。ま

た、早く登校する生徒は比較的、よく挨拶

をする傾向がある。 

○来校者に対して、教師でも挨拶や声かけが

できない者がいる。 

 



 

 

(2) 

 

 

 

○しっかりと分析を進め、学力の

向上に向けて努めてほしい。 

 

 

□本校の結果の概要について説明し、分析を

進めながら、特に、算数Ａにおいて指導法

を工夫・改善していく必要がある。今後、

年末までに公表資料を作成する。 

○基本的な生活習慣および学習習慣と学力

に相関があることがわかった。 

(3) ○Ｈ29年度の運動会は、まずは 

一度６月に実施してみてはどう

か。Ｈ30年度以降については、

それから検討してもよい。 

□来年度、外壁塗装の工事が運動会実施時期

に入るので、安全面、放送環境（運動場ス

ピーカのことを考え実施時期を検討する

必要がある。 

○春に実施すると団体演技がなくなるので

はないか。保護者は、団体演技が見たいの

ではないか。保護者に意見を聞いてみては

どうか。 

○６月実施では、子ども同士のつながりが十

分にできていないのではないか。 

□今年度、団体演技については、練習時の指

揮台や放送機器の都合で、児童席側を正面

にすることはできなかった。そのため、全

体を意識した演技構成を各学年で工夫し

てもらった。 

○どの学年も素晴らしい演技であった。６年

生の組体操も、制限のある中、感動した。 

 

(4) ・英語モジュール学習 

○曜日・時間の設定については学

校に任せる。問題があれば改善

しながら進めていけばいい。 

 

 

 

 

・図書館の開館 

○地域でも協力できることは協

力していく。問題があれば学校

協議会で協議していく。 

 

 

□３学期からの実施に向けて準備を進めて

いる。実施曜日・時間について、他校の例

も参考にしながら検討している。 

○低学年からの英語教育はとても大切なこ

とである。わずかな時間でも継続すること

によって、きっと大きな力となるはずであ

る。 

□開館日数の拡充に向けて、地域ボランティ

ア「がらがらどん」と調整をしている。３

学期より毎週木曜日の２時間目と３時間

目の間の休み時間に開館できそうである。 

協議 

資料 

・学校協議会レジュメ 

・学校協議会運営要項 傍聴要項 

・「運営に関する計画」中間評価 

・全国学力・学習状況調査資料 

備考 

傍聴者[  ３  ]名 保護者３名 

 


